
令和５年８月３１日（木）

市長定例記者会見

さいたま市議会９月定例会

提出議案について



令和５年９月定例会 ９月６日開会

提出議案数 ４３ 件

（内訳）

予算議案 ５件

決算議案 ４件

条例議案 １１件

一般議案 １２件

道路議案 ２件

人事議案 ９件

令和５年９月定例会 提出議案



（一般会計） ▲31億3,064万9千円

（特別会計） 45億1,247万9千円

合 計 13億8,183万円

令和５年９月定例会 補正予算議案



令和５年９月定例会 補正予算の特徴

●待機児童の解消と保護者負担の軽減を図るため、学校の教室を活用した放課後
児童クラブと放課後子ども教室を一体的に行うモデル事業を実施します。

・（仮称）さいたま市放課後子ども居場所事業【債務負担行為】 (7,002万1千円)

●国民健康保険法等の改正に基づき、令和6年1月から被保険者の産前産後期間に
おける国民健康保険税の免除を実施するため、システム改修を行います。

・国民健康保険事業特別会計の一部 (1,808万4千円)

新規

子ども・子育てを支える都市の実現１

新規



令和５年９月定例会 補正予算の特徴

●スポーツシューレ推進施設の整備に向けて、公民連携手法の導入可能性の調査

及び基本計画の策定を行います。

・（仮称）さいたまスポーツシューレ推進施設基本計画策定等支援業務
【債務負担行為】 (2,000万円)

●スポーツビジネス・スポーツ産業の創出及び活性化を図るため、さいたま市版
スポーツオープンイノベーションプラットフォーム（ＳＯＩＰ）を構築します。

・スポーツシューレ等施設整備事業 (600万円)

●スポーツ施策としてのｅスポーツの導入可能性を調査するため、市内の大学と
の連携による実証事業を実施します。

・生涯スポーツ振興事業（スポーツ政策室） (270万円)

スポーツ先進都市の創造２

新規



令和５年９月定例会 補正予算の特徴

●新型コロナウイルス感染症が「５類感染症」に移行したことに伴い、

「２類感染症」相当を前提とした感染症対策事業の見直しを行うとともに、

感染の再拡大に備えた保健・医療提供体制を確保します。

・感染症予防事業（地域医療課）の一部 (1億1,949万円)

・感染症予防事業（疾病予防対策課）の一部 (6,350万9千円)

・新型コロナウイルスワクチン接種事業の一部 (5億4,000万円)

●新型コロナウイルス感染症の５類移行等に伴う減額補正 (64億8,800万3千円)

【参考】

市民の安全・安心を支える保健・医療提供体制の確保３



令和５年９月定例会 補正予算の特徴

●いじめの重大事態への対処や再発防止のため、いじめ問題再調査委員会を設置
します。

・青少年事業 (34万6千円)

●ふるさと納税の返礼品拡充を行い、寄附の受入拡大を図ります。

・予算編成及び執行管理事業 (1億8,000万円)

いじめ防止に向けた取組の推進４

新規

個人版ふるさと納税受入額の拡大５



主な条例議案

令和５年９月定例会 条例議案

〔改正内容〕

待機児童の解消と保護者負担の軽減を目的とする、新たな放課

後児童対策として、（仮称）さいたま市放課後子ども居場所事業

を実施するため、４か所の放課後児童クラブ（鈴谷、岸町、栄

及び新和）を廃止するもの。

〔施行期日〕 令和６年４月１日

さいたま市放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例


